Intense Pulsed Light（IPL）治療に関する説明書

IPL治療は主として全顔に照射し、紫外線によるしみ、毛細血管拡張、毛孔開大、きめの粗さを改善する治療法です。これをフォトフェイシャル治療といいます。

1．治療原理
• 皮膚内に存在するメラニン、酸化ヘモグロビン（血管）コラーゲンに対して吸収力のある光を照射すると熱に変換されます。
• 熱によりしみのメラニン、毛細血管の内皮細胞が破壊され、その熱反応により周囲のコラーゲンに微少なやけどを生じさせます。
• やけどを治すという､創傷治癒反応が起こり、コラーゲンが新生することで、皮膚の若返りを促すことになります。
• 10代の時に日焼けをするとその後肌がつるっとした覚えがあるとすれば、同じようなことと考えてください。
• 年齢を重ねるにつれ皮膚を支えているコラーゲンは劣化していきます。フォトフェイシャルはテントを支えている柱をしっかりさせテントをピンと張り直すというイメージの治療です。

2．治療法
• 素肌に冷却用のジェルを塗布し、全顔にレーザーを照射します。約70発を連続出照射します。痛みはゴムで軽くはじかれる程度であり、麻酔を必要とすることはありません。
• 肌の状況により異なる吸光度の光を2重もしくは3重に当てる場合もあります。

3．治療間隔
• 最低4週間あけて次の治療を行います。
• 約1から2カ月ごとに3回以上施行すると、自覚的、多角的にも効果を感じられますが、個人差があります。
• 各治療ごとに写真撮影をするので、2回目以降より比較ができます。

4．治療回数
• 上限はありません。年に3回程度施行すると肌の調子がよいと感じられ、肌年齢の若返りを維持できます。

5．副作用について
• 初期に数日後に点状のかさぶたや、肌のガサガサ感がでることがありますが週間程度で自然回復します。しみの濃い部分などに水疱等の表面にやけどが生じることがあります。この場合抗生剤軟膏を使用してもらいます。約1週間で回復します。その後に炎症後色素沈着が起きることがあります。これは肌の性格によるもので、約6カ月で消退することが通常ですが、肌の性格よっては長期にわたり、また軽度の色素沈着が残ることもあります。予測は不可能です。
• 生じた場合は内服外用療法を併用します。

フォトフェイシャル治療は例えると、景観の悪い森があったとき、傷んだ1本1本の木を10％改善することにより、森全体としては50％よく見えるようになるという治療法と考えてください。
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